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三
　
野
　
陽
　
治

五四三』二一
’’’”目

　
次
序
　
論

法
定
代
理
制
度
と
法
律
行
為

不
法
行
為
と
法
定
監
督
義
務
者
の
責
任

未
成
年
者
の
責
任
能
力

民
法
上
の
責
任
能
力
と
意
思
能
力

、
序

論

　
自
己
の
意
思
に
基
づ
き
法
律
上
の
行
為
を
行
い
え
な
い
意
思
能
力
の
不
完
全
な
者
に
は
法
定
の
監
護
者
が
存
在
す
る
。
年
少
の
理
由
に

よ
り
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
未
成
年
者
に
は
民
法
上
親
権
者
が
こ
の
者
の
保
護
監
督
を
行
い
、
も
し
親
権
者
の
な
い
と
き
に
は
後
見
人

が
同
様
の
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
成
年
者
で
あ
っ
て
も
心
神
喪
失
の
常
況
に
あ
る
者
は
後
見
に
付
せ
ら
れ
、
後
見
人
が
こ

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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照
六

の
よ
う
な
状
態
の
者
の
保
護
監
督
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
現
代
の
社
会
に
於
い
て
、
自
己
の
行
為
に
よ
り
権
利
義
務
で
あ
る
法
律
効
果
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
意
思
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
権

利
義
務
の
発
生
原
因
の
申
で
法
律
行
為
と
不
法
行
為
が
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
行
為
及
び
不
法
行
為
が
法
律
上
の
効
果
を

生
ず
る
に
は
、
必
ず
そ
の
行
為
者
が
そ
の
行
為
の
結
果
を
認
識
す
る
に
充
分
な
精
神
的
能
力
、
す
な
わ
ち
意
思
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
そ
れ
は
各
個
人
は
原
則
と
し
て
自
己
の
意
思
に
基
づ
い
て
の
み
．
権
利
を
取
得
し
ま
菰
は
義
務
を
負
担
す
る
と
い
う
近
代
法

の
根
本
原
理
に
基
づ
く
の
で
あ
る
が
．
行
為
者
に
意
思
能
力
の
な
い
場
合
に
は
．
そ
の
行
為
は
そ
の
者
の
意
思
に
基
づ
く
と
は
い
え
な
い

　
　
　
（
亙
）

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
意
思
能
力
の
完
全
で
な
い
者
が
自
ら
法
律
行
為
を
な
し
て
も
法
律
上
完
全
な
効
力
は
生
じ
え
ず
．
ま
た
こ
の
よ
う

な
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
り
他
人
に
損
害
を
加
え
て
も
そ
の
よ
う
な
者
自
身
に
不
法
行
為
上
の
責
任
が
発
生
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
者
が
権
利
を
取
得
し
義
務
を
負
担
す
る
た
め
に
は
民
法
上
の
保
護
義
務
者
で
あ
る
親
権
者
ま
た
は
後
見
人
が
こ
の

者
に
代
っ
て
意
思
決
定
を
し
て
こ
の
よ
う
な
行
為
に
よ
り
本
人
が
権
利
を
取
得
し
義
務
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
法
定
代
理
の

制
度
で
あ
る
（
瓶
鰭
羅
条
）
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
り
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
に
は
民
法
上
の
保
護
義
務
者
が
不

法
行
為
の
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
（
緩
融
灘
条
）
。
年
少
者
心
神
喪
失
者
の
よ
う
な
責
任
能
力
の
な
い
者
の
不
法
行
為
責
任
の
場
合
で

あ
る
。

　
親
権
の
内
容
は
子
の
身
上
保
護
と
財
産
管
理
に
分
れ
る
が
、
監
護
権
に
つ
い
て
は
民
法
は
親
権
を
行
う
者
は
子
を
監
護
教
育
す
る
権
利

を
有
し
義
務
を
負
う
と
定
め
る
（
民
法
八
一
δ
条
）
。
監
護
は
主
と
し
て
身
体
に
対
す
る
保
護
で
あ
り
、
教
育
は
精
神
の
発
達
を
は
か
る
こ
と



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
り
、
要
す
る
に
子
を
精
神
肉
体
と
も
健
全
な
人
間
に
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
未
成
年
者
に
つ
い
て
は
そ
の
保
護
者
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

親
権
者
が
生
活
の
全
面
に
わ
た
っ
て
監
督
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
義
務
に
は
未
成
年
者
が
他
人
に
不
法
行
為
を
し
な
い
よ
う
監
督
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
義
務
も
含
ま
れ
、
こ
の
義
務
の
解
怠
の
結
果
未
成
年
者
が
他
人
に
加
え
た
損
害
の
場
合
に
は
原
則
と
し
て
責
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と

解
さ
れ
る
。

　
ド
イ
ツ
民
法
は
親
権
の
内
容
と
し
て
子
の
身
体
監
護
申
に
於
け
る
子
を
養
育
し
監
督
す
る
義
務
を
規
定
す
る
（
イ
蓼
嘱
鰍
）
。
こ
の
監
督
義

務
者
は
被
監
督
者
が
不
法
に
第
三
者
に
損
害
を
加
え
た
と
き
に
責
任
を
負
う
（
イ
蛋
嘱
継
）
と
す
る
。
未
成
年
の
子
に
対
す
る
監
督
は
子
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

育
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
を
第
三
者
か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
子
に
対
し
て
第
三
者
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
に
は
そ
の
第
三
者
に
対
し
、
親
権
者
は
ド
イ
ッ
民
法
八
三
二
条
に
よ
り
不
法
行
為
の
責
任
を
負
う
。

そ
し
て
親
権
者
の
方
で
監
督
義
務
を
充
分
に
行
い
ま
た
は
監
督
義
務
が
充
分
で
も
損
害
が
生
じ
た
こ
と
を
立
証
し
た
と
き
は
免
責
さ
れ

る
Q

　
不
法
行
為
の
領
域
に
於
い
て
こ
の
よ
う
に
親
権
か
ら
権
利
義
務
関
係
が
生
じ
、
未
成
年
者
が
惹
起
し
た
違
法
な
損
害
に
対
し
親
権
者
は

法
定
の
監
護
義
務
者
と
し
て
責
任
を
負
う
。
こ
の
よ
う
な
不
法
行
為
要
件
は
不
法
行
為
が
親
族
法
上
の
法
制
度
と
そ
の
発
展
に
関
係
す
る

こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
不
法
行
為
の
規
定
に
は
親
権
者
の
身
上
保
護
権
の
責
任
と
こ
れ
よ
り
派
生
す
る
監
督
義
務
が
関
連
す
る
。
こ

の
こ
と
は
法
に
よ
り
盤
督
を
行
う
義
務
あ
る
者
と
い
う
表
現
の
中
に
表
き
れ
、
法
定
の
監
督
義
務
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
不
法
行
為
要
件
が
は
じ
め
て
独
立
の
法
規
と
な
ら
し
め
る
要
件
を
前
提
と
す
る
。

　
親
権
行
使
は
同
時
に
子
に
対
す
る
義
務
の
履
行
で
あ
る
か
ら
、
親
権
は
支
配
権
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
義
務
を
履
行
す
る
と
き

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
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に
権
利
主
体
が
権
利
の
客
体
と
な
る
と
い
う
考
え
は
と
り
え
な
い
。
支
配
を
可
能
に
す
る
の
で
な
く
保
護
監
督
を
必
要
と
す
る
特
殊
な
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

族
法
上
の
権
利
と
す
る
考
え
が
親
権
の
新
し
い
見
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
監
督
義
務
者
は
子
に
対
し
監
護
教
育
の
義
務
を
負
う
が
、
更

に
不
法
行
為
法
と
の
関
係
で
被
監
督
者
の
損
害
防
止
義
務
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
よ
う
。
不
法
行
為
法
の
規
定
に
於
け
る
親
権
者
の
損

害
防
止
義
務
は
教
育
目
的
す
な
わ
ち
子
の
人
格
の
自
由
な
発
展
が
親
権
の
眼
界
を
な
す
と
こ
ろ
に
そ
の
制
限
を
見
出
す
か
ま
た
子
の
不
法

行
為
の
場
合
に
親
権
者
は
第
三
者
の
利
益
の
た
め
に
親
権
者
の
監
督
義
務
の
規
定
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
そ
し
て
実
行
が
可
能
な
範
囲
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
§
）

り
広
い
責
任
を
負
う
べ
き
か
の
問
題
が
生
ず
る
、

　
更
に
監
督
義
務
は
被
監
督
者
の
意
思
能
力
の
発
農
と
共
に
そ
の
内
容
程
度
は
縮
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
子
が
親
権

者
の
補
助
な
し
に
未
だ
生
活
が
行
い
え
な
い
限
り
で
親
権
は
子
の
人
格
の
自
由
な
発
展
に
奉
仕
す
る
。
爵
・
れ
故
に
親
権
は
子
の
単
な
る
行

為
自
由
の
制
限
を
も
含
む
。
し
か
し
子
を
損
害
か
ら
防
止
す
る
子
の
監
督
義
務
は
教
育
目
的
に
従
う
。
そ
の
程
度
度
合
は
子
の
成
長
す
る

成
熟
の
程
度
と
共
に
減
少
す
る
。
こ
の
こ
と
は
監
督
義
務
は
不
確
実
と
い
う
の
で
な
く
、
子
の
成
長
と
共
に
変
化
す
る
こ
と
を
意
昧
す
る
。

特
に
一
定
の
行
為
の
強
制
に
つ
い
て
考
え
う
る
。
こ
れ
は
特
別
の
事
情
の
な
い
と
き
は
、
強
い
指
示
に
代
っ
て
単
な
る
制
御
が
行
わ
れ
、

結
局
最
少
限
に
限
定
さ
れ
る
。
警
告
が
強
制
手
段
を
と
る
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
る
。
親
権
は
成
年
に
達
す
る
ま
で
存
続
す
る
が
．
子
の
行

為
の
自
由
を
制
限
す
る
こ
と
は
子
の
年
令
の
増
大
と
共
に
例
外
的
と
な
り
、
そ
の
評
価
は
子
の
成
熟
に
よ
り
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
〉

理
的
理
由
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
意
思
能
力
の
な
い
者
が
法
律
行
為
に
よ
り
権
利
を
取
得
し
、
義
務
を
負
担
す
る
に
は
法
定
代
理
の
制
度
に
よ
る
。
親
権
者
は
未
成
年
者

の
財
産
上
の
行
為
に
つ
き
そ
の
子
を
代
表
す
る
（
蔵
磁
瞬
条
）
。
こ
れ
は
親
権
の
財
産
保
護
に
関
す
る
効
力
で
あ
る
。
親
権
者
は
子
の
自
然
の



保
護
者
と
し
て
身
分
上
及
び
財
産
上
の
保
護
監
督
を
す
る
権
利
義
務
を
有
し
、
親
権
の
作
用
と
し
て
未
成
年
者
の
法
律
行
為
に
同
意
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

え
、
ま
た
こ
れ
を
代
理
す
る
。
未
成
年
者
が
意
思
能
力
を
有
す
る
場
合
に
は
法
定
代
理
人
の
同
意
を
得
て
自
ら
有
効
に
法
律
行
為
を
す
る

こ
と
が
で
き
（
罵
法
四
条
）
、
意
思
能
力
の
な
い
幼
児
の
場
合
に
は
法
定
代
理
人
が
代
理
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
心
神
喪
失
の
常
況
に
あ
る
禁
治
産
者
の
場
合
に
は
後
見
人
が
法
定
の
監
督
義
務
者
と
し
て
禁
治
産
者
の
療
養
看
護
を
な
し
（
眠
礁
八
条
）
、

財
産
上
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
代
理
を
す
る
こ
と
に
な
る
（
嘱
磁
九
条
蚕
）
。
そ
し
て
禁
治
産
者
の
な
し
た
法
律
行
為
は
如
何
な
る
場
合
も
取

消
す
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
九
条
）
。
未
成
年
者
の
よ
う
に
年
令
に
よ
る
成
長
と
は
別
に
人
の
精
神
上
の
能
力
に
欠
陥
が
あ
っ
て
、
正
常
な
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

産
上
の
取
引
を
な
す
精
神
能
力
を
欠
く
場
合
で
あ
る
。

　
ド
イ
ッ
民
法
に
於
て
は
子
の
財
産
上
の
保
護
権
は
財
産
上
の
事
項
に
関
す
る
代
理
を
包
含
す
る
（
語
叢
継
）
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
親

は
す
べ
て
の
財
産
上
の
事
項
に
つ
い
て
私
法
上
の
も
の
で
あ
る
か
公
法
上
の
も
の
で
あ
る
か
を
聞
わ
ず
子
の
名
で
行
為
し
、
子
の
た
め
に

法
律
行
為
を
行
い
、
子
の
た
め
に
訴
訟
を
追
行
す
る
権
限
を
有
す
る
し
ま
た
子
に
対
し
て
な
さ
れ
た
意
思
表
示
の
相
手
方
で
あ
り
、
子
の

た
め
の
公
的
命
令
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
定
代
理
人
の
同
意
追
認
を
要
す
る
と
き
に
は
両
親
が
こ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

論
）

し　
後
見
人
は
被
後
見
人
の
身
上
の
保
護
と
財
産
の
管
理
を
行
い
、
法
定
代
理
人
と
し
て
第
三
者
に
対
し
て
代
理
を
行
う
権
限
を
有
す
る
が

（
ヂ
留
か
義
継
）
、
未
成
年
者
の
場
合
で
親
権
者
を
欠
く
と
き
と
か
（
畔
儲
劉
畿
継
）
、
成
年
者
の
場
合
で
精
神
病
等
に
よ
り
禁
治
宣
告
を
う
け
た
と
き

に
は
（
づ
胴
か
規
鰍
）
後
見
人
が
付
せ
ら
れ
る
。
ド
イ
ッ
民
法
の
行
為
能
力
制
度
は
、
行
為
能
力
を
全
く
有
し
な
い
絶
対
的
行
為
無
能
力
者
と
、

行
為
能
力
が
制
限
さ
れ
る
制
限
的
行
為
無
能
力
者
と
に
分
れ
、
絶
体
的
行
為
無
能
力
者
の
行
為
は
無
効
で
あ
り
こ
の
場
合
に
は
法
定
代
理

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
〉

人
が
こ
れ
ら
の
者
に
代
っ
て
法
律
行
為
を
行
う
。

　
こ
の
よ
う
に
民
法
上
の
意
思
責
任
と
そ
の
基
礎
を
な
す
意
思
能
力
の
問
題
と
、
更
に
意
思
能
力
を
欠
く
場
合
に
法
律
行
為
と
不
法
行
為

の
領
域
で
の
民
法
上
の
法
律
関
係
と
そ
の
法
定
監
督
義
務
者
の
責
任
と
地
位
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

（（（（（（（（（ハ（（（（
翻121UO987鑓43麟））））））））））））））

我
妻
栄
著
民
法
総
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六
〇
頁

青
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遠
夫
著
改
訂
家
族
法
混
　
二
〇
〇
頁

加
藤
一
郎
不
法
行
為
　
一
六
〇
頁

出
羅
純
夫
民
商
法
雑
誌
七
二
巻
一
号
　
一
七
三
翼

鴻
勲
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鶏
箏
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二
、
法
定
代
理
制
度
と
法
律
行
為

　
我
が
民
法
は
親
権
の
内
容
と
し
て
、
子
の
財
産
を
管
理
し
、
又
、
そ
の
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
に
つ
い
て
そ
の
子
を
代
表
す
る
（
礪
識
縢
条

本
文
）
。
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
親
権
者
の
未
成
年
の
子
の
財
産
に
関
す
る
権
限
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
財
産
の
管
理
行
為
に
は
一
定
の

範
囲
内
の
処
分
行
為
を
も
含
む
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
従
っ
て
親
権
者
は
子
の
所
有
す
る
家
屋
を
賃
貸
し
家
賃
を
取
る
こ
と
も
、
ま
た
財
産
の
価
値
を
有
利
に
維
持
す
る
た
め
に
こ
れ
を
売
却

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
と
は
子
の
所
有
す
る
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
の
み
で
な
く
、
広
く
財
産
的
行
為
を
含
む
と
解
さ
れ
る
。
そ

し
て
子
の
こ
の
よ
う
な
行
為
は
親
権
者
が
法
定
代
理
人
と
し
て
子
に
代
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
未
成
年
の
子
に
意
思
能
力
の
あ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
は
法
定
代
理
人
が
同
意
を
与
え
て
法
律
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
こ
で
未
成
年
者
が
意
思
能
力
を
有
す
る
場
合
に
は
法
定
代

理
人
の
同
意
を
得
て
有
効
な
法
律
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
意
思
能
力
の
な
い
未
成
年
者
の
場
合
に
は
法
定
代
理
人
が
未
成
年
者
を
代

理
し
て
財
産
上
の
行
為
を
す
る
権
限
を
有
し
、
未
成
年
者
が
意
思
能
力
の
な
い
幼
少
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
財
産
上
の
利
益
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
罰
度
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。

　
禁
治
産
者
は
心
神
喪
失
の
常
況
に
在
る
つ
ま
り
意
思
能
力
を
欠
く
場
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
後
見
人
が
禁
治
者
の
療
養
看
護
を
な

し
（
眠
鎌
八
条
）
、
そ
の
財
産
の
管
理
及
び
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
の
代
理
を
す
る
（
訊
職
九
条
）
。
禁
治
産
者
は
後
見
人
の
同
意
を
え
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

完
全
に
有
効
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
禁
治
産
者
の
後
見
人
は
同
意
を
与
え
る
権
限
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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五
ニ

　
ド
イ
ツ
民
法
は
子
の
未
成
年
の
間
は
両
親
の
親
権
に
服
し
、
親
権
は
子
の
身
上
及
び
財
産
上
の
保
障
と
身
上
及
び
財
産
に
関
す
る
事
項

に
つ
き
子
を
代
理
す
る
父
母
の
権
利
義
務
を
含
む
こ
と
を
規
定
す
る
。
従
っ
て
両
親
は
子
の
財
産
を
管
理
す
る
権
利
義
務
を
有
す
る
。
こ

の
権
利
義
務
に
は
こ
の
財
産
に
関
す
る
法
律
行
為
の
場
合
に
子
を
代
理
す
る
権
利
が
含
ま
れ
る
。
轟
・
れ
故
に
両
親
は
子
の
財
産
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

契
約
を
自
己
の
名
で
は
な
く
法
定
代
理
人
と
し
て
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
民
法
上
法
定
代
理
人
は
未
成
年
者
の
人
格
と
財
産
を
保
護
し
代
理
す
る
権
限
を
有
す
る
．
代
理
権
が
及
ぶ
範
囲
に
於
い
て
法
定

代
理
人
は
予
め
法
規
の
定
め
ら
れ
た
規
定
に
も
国
菜
機
関
の
指
図
に
も
従
わ
ず
行
為
す
篠
．
そ
の
行
為
は
法
規
に
よ
む
法
的
効
果
が
結
合

さ
れ
て
い
る
法
的
に
重
要
な
行
為
の
み
で
は
な
い
、
法
定
代
理
人
は
後
見
裁
判
所
の
意
思
の
淑
行
機
関
で
は
な
く
．
両
親
特
に
後
見
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

独
立
の
評
価
主
体
の
地
位
を
も
つ
と
す
る
見
解
が
あ
る
．
し
か
し
こ
の
利
益
評
価
の
場
合
は
客
観
的
に
正
義
の
理
念
に
於
い
て
未
成
年
者

の
利
益
を
專
ら
正
し
く
評
価
す
べ
き
義
務
を
負
う
。

　
た
し
か
に
自
由
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
、
自
由
な
判
断
評
価
と
意
思
決
定
の
義
務
が
認
め
ら
れ
る
が
．
し
か
し
こ
れ
は
自
己
の
み
に
責
任

を
負
い
他
の
誰
に
も
責
任
を
負
わ
ぬ
入
格
と
い
う
私
的
専
意
の
自
由
の
意
昧
で
は
な
い
。
た
と
え
自
由
で
あ
る
と
し
て
も
、
む
し
ろ
未
成

年
者
の
よ
く
理
解
さ
れ
た
最
も
利
益
と
な
る
も
の
を
見
出
す
べ
き
命
令
と
．
専
ら
私
利
を
図
り
子
の
利
益
を
害
す
る
よ
う
な
利
益
を
追
求

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

し
な
い
義
務
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
義
務
は
親
権
者
後
見
人
の
地
位
か
ら
当
然
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
．
民
法
上
は
利
益
相
反
行
為
の

禁
止
の
規
定
（
坐
鉄
縣
）
の
趣
旨
よ
り
同
様
に
解
さ
れ
る
。
法
定
代
理
人
に
は
代
理
権
同
意
権
が
広
汎
に
認
め
ら
れ
未
成
年
者
の
意
思
に
か

か
わ
り
な
く
そ
の
権
限
が
行
使
き
れ
る
が
、
民
法
上
法
定
代
理
人
に
よ
る
未
成
年
者
の
財
産
管
理
や
代
理
行
為
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と

を
担
保
す
る
制
度
が
規
定
さ
れ
、
理
念
的
に
は
法
定
代
理
権
は
専
ら
本
人
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
と
解
さ
れ
る
か
ら
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

未
成
年
者
の
財
産
的
地
位
も
い
ち
お
う
保
護
き
れ
る
。

　
法
定
代
理
人
は
自
己
の
自
由
な
意
思
決
定
に
よ
り
未
成
年
者
の
た
め
に
法
律
行
為
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
前
述
の
よ
う
な
未

成
年
者
の
利
益
を
見
出
し
こ
れ
を
追
求
す
る
義
務
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
私
的
自
治
の
原
則
の
中
に
含
ま
れ
る
個
人
の
自
律
と

如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
法
規
は
何
人
も
他
人
の
又
は
他
人
の
法
律
関
係
の
利
益
に
な
り
う
る
制
度
を
認
め
て
い
る
（
例
え
ば
代
理
）
。

　
こ
の
他
人
の
た
め
の
行
為
は
行
為
者
が
自
主
的
に
他
人
の
た
め
に
行
為
し
う
る
権
限
が
あ
る
（
代
理
の
場
合
は
本
人
の
た
め
に
）
と
い

う
意
昧
で
は
私
的
自
治
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
他
人
の
た
め
の
行
為
は
法
律
関
係
の
形
成
の
場
合
に
は
常
に
義
務
に
拘
東
さ
れ
た
行

為
で
あ
る
。
他
人
の
た
め
に
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
（
未
成
年
者
の
親
権
者
、
代
理
人
）
は
た
し
か
に
自
己
の
意
思
決
定
の
余
地

を
有
し
て
い
る
。
例
え
ば
親
権
者
は
子
の
財
産
を
如
何
に
管
理
す
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
固
有
の
意
思
決
定
の
余
地

を
裁
量
と
い
う
。
こ
の
裁
量
は
他
人
の
た
め
の
法
律
関
係
の
形
成
の
場
合
に
は
決
し
て
自
由
な
裁
量
で
は
な
く
、
常
に
義
務
に
従
っ
た
裁

量
で
あ
り
、
そ
こ
で
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
任
意
の
形
成
の
権
限
を
伴
う
自
主
と
し
て
の
私
的
自
治
的
行
為
と
は
対
立
す
る
も
の
で
あ

る
。
法
律
関
係
の
形
成
に
関
し
て
は
、
代
理
人
の
行
為
は
基
本
的
に
は
取
引
の
安
全
の
た
め
に
の
み
、
本
人
が
自
身
で
行
為
し
た
と
同
様

に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
代
理
人
が
義
務
に
違
反
し
て
本
人
の
不
利
益
に
行
為
し
た
場
合
で
も
そ
の
法
的
形
成
は
基
本
的
に
は
本
人
の
た

　
　
　
　
　
　
（
9
）

め
に
有
効
で
あ
る
。

　
民
法
上
の
代
理
制
度
に
は
任
意
代
理
と
法
定
代
理
の
二
制
度
が
あ
り
、
そ
の
本
質
は
代
理
人
の
意
思
決
定
に
よ
り
本
人
に
そ
の
効
果
が

及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
任
意
代
理
人
と
そ
の
規
制
行
為
を
私
法
体
系
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
そ
の
権
限
が
本
人
の
自
律
行
為
に
基
づ
く
こ
と

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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の
理
由
の
み
で
可
能
で
あ
る
。
任
意
代
理
人
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
規
範
は
私
的
自
治
の
原
則
に
よ
り
成
立
す
る
と
し
う
る
。
何
故
な
ら
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
）

者
と
し
て
の
本
人
は
そ
の
意
思
を
自
己
の
法
的
領
域
に
拘
束
を
も
つ
も
の
と
し
て
表
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
任
意
代
理
権
は
法
律
行
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
撫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）

よ
り
授
与
さ
れ
る
代
理
権
で
あ
り
．
代
理
権
は
私
的
目
治
の
原
則
に
従
っ
て
本
人
に
よ
る
設
定
す
な
わ
ち
授
権
行
為
に
よ
り
発
生
し
う
る
。

法
定
代
理
人
は
当
事
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
．
法
定
代
理
人
の
行
う
法
的
規
制
の
効
力
は
．
一
般
に
代
理
さ
れ
又
は
財
産

の
管
理
さ
れ
る
人
の
意
思
に
係
る
も
の
で
は
な
い
。
鑑
の
本
入
は
そ
の
法
律
関
係
が
規
制
の
対
象
と
な
る
限
り
で
は
他
律
に
服
す
る
。
し

か
し
私
的
撫
治
の
範
囲
で
は
他
律
と
自
律
は
全
く
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
．
そ
れ
は
二
つ
の
異
肇
た
法
定
立
形
式
の
た
め
と
い
え
る
．
す

な
わ
ち
客
観
的
正
義
の
理
念
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
公
法
と
個
人
の
法
律
関
係
が
自
己
に
よ
り
そ
の
意
思
の
た
め
に
私
的
自
治
の
原
則
に
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）

っ
て
規
律
さ
れ
る
私
法
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
と
法
定
代
理
人
の
地
位
は
公
法
と
私
法
に
わ
た
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
．
私
法
の
中
で
そ
の
地
位
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
後
見
人
の
法
的
地
位
の
公
的
性
格
に
着
眼
し
後
見
人
は
社
会
法
上

の
職
務
を
も
ち
．
こ
の
職
務
に
よ
り
後
見
人
官
庁
に
対
し
被
後
見
人
の
権
利
を
そ
の
利
益
の
た
め
の
み
に
処
分
す
る
義
務
を
負
い
、
後
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
）

入
及
び
両
親
は
国
か
ら
公
法
的
に
そ
の
義
務
を
履
行
す
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
見
解
が
な
り
た
ち
、
そ
し
て
更
に
後
見
人
の
地
位

の
公
的
性
格
の
重
要
な
要
素
と
し
て
法
定
代
理
人
の
な
す
法
律
関
係
を
考
察
す
る
と
、
こ
の
法
律
行
為
は
経
済
的
生
活
関
係
の
自
己
形
成

は
な
く
こ
の
場
合
に
は
自
己
の
法
領
域
を
決
定
す
る
の
で
な
く
．
他
人
の
法
領
域
の
決
定
で
あ
る
。
後
見
に
付
せ
ら
れ
る
こ
と
と
生
活
関

係
を
自
己
で
決
定
す
る
こ
と
は
行
為
論
で
は
対
立
す
る
。
そ
し
て
法
定
代
理
人
は
法
律
行
為
に
属
す
る
行
為
決
定
の
ざ
い
の
自
由
を
有
し

な
い
。
法
律
行
為
の
自
由
の
理
念
は
個
入
が
そ
の
自
由
意
思
で
自
己
の
利
益
を
支
配
す
る
自
由
を
含
む
。
そ
こ
で
不
合
理
な
行
為
に
活
動

の
余
地
を
与
え
る
こ
と
も
こ
の
申
に
入
る
。
こ
れ
に
反
し
法
定
代
理
の
場
合
に
は
客
観
的
正
義
の
理
念
よ
り
発
し
、
合
目
的
性
に
よ
る
管



理
を
意
味
す
る
。
親
権
者
、
後
見
人
は
専
意
的
自
由
な
利
益
評
価
で
な
く
未
成
年
者
の
利
益
を
客
観
的
に
正
し
く
維
持
す
る
拘
束
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
未
成
年
者
の
領
域
で
法
規
範
を
定
立
す
る
親
権
者
後
見
人
管
理
人
の
行
為
は
自
由
な
自
己
決
定
の
原
則
に
よ
り
効
力
を

も
つ
の
で
な
く
、
ま
た
法
定
代
理
人
は
法
規
の
自
由
を
決
定
す
る
の
で
な
く
、
客
観
的
正
義
に
拘
東
さ
れ
る
な
ら
法
律
行
為
的
活
動
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕗
）

要
な
要
素
は
欠
け
る
。
こ
の
場
合
法
定
代
理
人
の
行
為
は
私
法
的
法
律
関
係
を
規
律
す
る
が
私
法
上
の
性
格
を
も
た
ぬ
こ
と
に
な
る
。

　
子
精
神
病
者
は
所
有
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
も
ち
従
っ
て
義
務
を
も
負
担
す
る
が
、
行
為
能
力
を
欠
く
た
め
に
法
律
関
係
で
は
自
己
自

身
で
こ
れ
を
維
持
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
に
代
っ
て
そ
の
利
益
の
た
め
に
行
為
す
る
他
人
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
他
人
を
法
定

　
　
　
　
（
1
6
）

代
理
人
と
い
う
。
親
権
の
内
容
に
は
監
護
権
と
財
産
管
理
権
と
が
含
ま
れ
る
が
、
監
護
権
の
性
質
に
つ
い
て
親
権
か
ら
監
護
権
を
分
離
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

て
独
立
の
存
在
を
取
得
す
る
と
み
な
し
監
護
者
の
地
位
を
強
化
す
る
の
が
最
近
の
学
説
の
方
向
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
法
定
代
理
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
権
利
を
保
有
す
る
が
こ
れ
を
行
使
し
え
な
い
権
利
主
体
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
権
利
能
力
と
行
為
能
力
の
関
係
が
如
何
に
理
解
さ
れ
よ
う
と
も
、
常
に
法
定
代
理
制
度
の
み
が
未
成
年
者
と
行
為
能
力
を

制
限
さ
れ
て
い
る
者
に
一
般
的
に
法
的
取
引
に
参
加
す
洛
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
こ
の
法
定
代
理
の
積
極
的
な
面
を
考
察
す
る
。
未
成
年

者
の
不
完
全
な
自
律
と
い
う
こ
と
も
意
味
が
あ
る
が
、
私
的
自
治
の
面
か
ら
別
の
こ
と
が
標
準
と
な
る
、
す
な
わ
ち
、
未
成
年
者
の
法
的
領

域
に
於
け
る
義
務
に
拘
東
さ
れ
る
の
が
代
理
人
の
行
為
の
自
由
で
あ
る
。
法
定
代
理
人
と
し
て
親
権
者
後
見
人
管
理
人
は
そ
の
法
的
領
域

に
於
い
て
法
律
行
為
に
基
礎
を
も
た
ぬ
役
割
社
会
形
態
で
の
固
有
の
法
的
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
法
定
代
理
人
は
未
成
年
者
の
領
域
で
法

的
に
有
効
に
行
為
し
、
特
に
未
成
年
者
の
場
合
に
抽
象
的
潜
在
的
能
力
と
考
え
ら
れ
る
責
任
負
担
に
基
礎
を
も
つ
具
体
的
能
力
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）

　
ド
イ
ッ
民
法
に
よ
る
と
権
利
能
力
と
権
利
主
体
の
抽
象
的
概
念
は
権
利
義
務
の
主
体
と
な
り
う
る
人
の
特
性
と
定
義
す
る
と
し
て
も
権

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
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五
六

利
能
力
の
承
認
と
と
も
に
潜
在
的
行
為
能
力
を
も
肯
定
し
．
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
の
み
が
ド
イ
ツ
基
本
法
一
．
二
条
で
述
べ
ら
れ
る

如
く
人
間
の
価
値
と
自
由
の
一
般
的
承
認
に
適
す
る
。
未
成
年
者
も
全
く
行
為
無
能
力
で
あ
る
の
で
な
く
未
成
年
の
間
の
み
法
的
に
有
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綿
）

に
行
為
で
き
な
い
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
法
規
も
権
利
主
体
に
特
に
行
為
能
力
と
不
法
行
為
能
力
を
与
え
る
と
せ
ず
、
有
効
に
法
律
行
為
を
締
結
し
又
は
不
法
行
為
を
行
う
能
力

の
な
い
者
と
規
定
し
．
未
成
年
の
終
了
後
は
法
定
の
制
限
の
な
い
限
り
成
年
者
は
行
為
能
力
と
不
法
行
為
能
力
を
も
つ
の
で
あ
る
．
積
極

的
制
限
が
続
く
限
り
一
定
の
休
止
的
行
為
能
力
が
法
的
に
有
効
に
自
己
で
行
為
し
う
る
能
力
と
解
さ
れ
現
実
化
す
る
か
否
か
は
法
政
策
的

立
法
技
術
上
の
閥
題
で
あ
り
こ
の
解
決
が
法
定
代
理
の
制
度
で
あ
る
と
し
て
法
定
代
理
人
の
地
位
を
次
の
如
く
説
明
す
る
見
解
が
あ
る
。

法
定
代
理
人
は
未
成
年
者
羅
身
に
属
す
る
法
的
領
域
に
つ
い
て
末
成
年
者
の
利
益
を
維
持
し
促
進
す
る
責
務
を
も
つ
、
嬬
の
責
務
役
割
は

法
定
代
理
制
度
の
前
面
に
現
れ
．
合
目
的
的
に
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
代
理
人
に
特
別
に
本
来
は
未
成
年
者
に
属
す
る
法
領
域
に
於
け

る
法
的
権
限
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
権
限
は
未
成
年
者
の
法
律
関
係
の
形
成
の
形
式
的
権
限
の
み
で
な
く
．
実
質
的
内
容
を
も
つ
。

　
こ
れ
は
未
成
年
者
の
法
的
領
域
と
代
理
人
の
間
の
固
有
の
法
的
関
係
を
作
り
出
し
．
未
成
年
者
の
法
的
領
域
は
一
定
の
範
囲
と
方
法
と

法
定
代
理
人
の
役
割
に
於
い
て
法
定
代
理
人
が
権
利
主
体
と
し
て
現
れ
る
法
的
領
域
と
な
る
。
法
定
代
理
人
が
直
接
権
利
塵
、
も
ち
義
務
を

負
担
す
る
の
で
な
い
が
法
律
行
為
が
間
題
と
な
る
限
り
未
成
年
者
の
権
利
義
務
の
状
態
に
作
用
す
る
唯
一
の
可
能
性
を
も
つ
。
法
規
が
法

定
代
理
人
を
未
成
年
者
の
法
的
領
域
の
別
の
帰
属
主
体
と
し
て
構
成
し
、
た
と
え
管
理
の
面
で
も
広
範
囲
な
基
礎
を
与
え
て
い
る
こ
と
よ

り
見
る
と
、
決
定
代
理
人
の
規
制
行
為
は
二
重
の
性
質
を
も
つ
、
一
方
で
は
親
権
者
後
見
人
管
理
人
の
法
的
領
域
の
自
己
責
任
に
よ
る
形

成
行
為
で
あ
り
、
自
律
に
奉
仕
す
る
。
他
方
、
社
会
的
分
属
的
秩
序
が
代
理
人
に
自
己
責
任
に
よ
り
行
う
未
成
年
者
領
域
の
支
配
を
認
め
、



機
能
的
に
一
定
の
方
法
で
本
人
と
代
理
人
に
分
属
す
る
未
成
年
者
領
域
に
於
け
る
規
制
権
限
で
代
理
人
に
よ
り
締
結
さ
れ
る
行
為
で
あ

る
。
法
定
代
理
人
は
他
人
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
決
定
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
私
的
自
治
の
原
則
に
も
矛
盾
し
な
い
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
。
法
定
代
理
制
度
が
未
成
年
者
と
い
う
形
式
的
主
体
に
内
容
と
実
質
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
各
々
の
見
解
に
よ
り
民
法
上
法
定
代
理
人
の
地
位
を
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
親
権
者
後
見
人
の
財
産
保
護
の

権
限
と
し
て
未
成
年
者
又
は
被
後
見
人
の
財
産
管
理
権
と
更
に
法
定
代
理
に
よ
る
財
産
的
行
為
を
行
う
権
限
が
認
め
ら
れ
、
未
成
年
者
の

如
く
自
己
の
意
思
に
よ
り
財
産
的
行
為
を
完
全
に
は
行
い
え
な
い
者
の
保
護
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
2
）
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（
5
）
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6
）
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8
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9
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獣憲

三
，
不
法
行
為
と
法
定
監
督
義
務
者
の
責
任

　
自
己
の
行
為
に
対
す
る
責
任
を
弁
識
す
る
に
足
る
知
能
を
有
し
な
い
未
成
年
者
又
は
心
神
喪
失
の
常
況
に
存
者
が
．
不
法
に
他
人
に
損

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

害
を
加
え
て
も
、
不
法
行
為
上
の
責
任
無
能
力
者
と
し
て
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
。
し
か
し
民
法
は
こ
の
よ
う
な
無
能
力
者
二
責
任
ナ
キ

場
合
二
於
テ
之
ヲ
監
督
ス
ベ
キ
法
定
ノ
義
務
ア
ル
者
ハ
其
無
能
力
者
ガ
第
三
者
二
加
ヘ
タ
ル
損
害
ヲ
賠
償
ス
ル
者
二
任
ス
と
規
定
す
る

（
綱
画
鰭
）
。
こ
の
規
定
の
意
昧
は
責
任
無
能
力
者
自
身
の
行
為
に
よ
り
監
督
義
務
者
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
責
任
無
能
力
者
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

為
を
利
用
し
て
不
法
行
為
を
な
す
の
は
自
己
の
行
為
に
よ
る
不
法
行
為
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
監
督
義
務
者
に
は
権
利
侵
害
と
い
う
結
果

に
対
す
る
故
意
過
失
を
必
要
と
し
な
い
の
で
監
督
義
務
者
は
そ
の
義
務
の
対
象
と
な
る
責
任
無
能
力
者
の
行
為
に
つ
き
無
過
失
責
任
を
負



担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
絶
体
的
な
無
過
失
責
任
で
は
な
く
、
監
督
義
務
者
は
そ
の
監
督
義
務
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
で
き
た
と

き
は
、
こ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
岡
条
担
書
）
。
こ
の
よ
う
な
免
責
事
由
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
加
害
行
為
を
行
う
未
成
年
者
や

心
神
喪
失
者
が
責
任
能
力
を
欠
き
、
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
な
い
と
き
に
は
、
監
督
義
務
者
は
責
任
を
負
担
す
る
が
、
幾
つ
か
の
判
例
は

未
成
年
者
心
神
喪
失
者
の
責
任
能
力
を
否
定
し
て
、
親
権
者
の
責
任
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
被
害
者
の
保
護
を
意
図
し
、
ま
た
こ
の
免
責

事
由
を
も
否
定
す
る
が
、
親
権
者
の
よ
う
な
責
任
無
能
力
者
の
全
生
活
関
係
に
わ
た
り
監
督
す
べ
き
義
務
あ
る
者
に
つ
い
て
は
と
く
に
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

　
ド
イ
ッ
民
法
で
は
満
七
才
未
満
の
者
、
意
識
喪
失
者
ま
た
は
精
神
病
者
、
七
才
以
上
十
八
才
未
満
の
者
で
加
害
行
為
当
時
責
任
を
認
識

す
る
に
た
る
弁
識
力
を
有
し
な
い
者
は
不
法
行
為
上
の
責
任
を
負
わ
な
い
（
響
M
殉
嘱
二
囎
）
が
、
し
か
し
ド
イ
ッ
民
法
は
一
定
の
範
囲
で
責

任
無
能
力
者
に
も
そ
れ
ら
の
者
に
よ
り
惹
起
さ
れ
た
損
害
の
賠
償
の
責
任
を
負
担
せ
し
め
、
各
場
合
の
特
別
事
情
に
よ
り
少
な
く
と
も
部

分
的
な
損
害
補
償
が
公
平
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
は
こ
の
責
任
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
平
責
任
の
要
件
は
　
一
、
前
述
の
如
き

各
場
合
に
於
い
て
責
任
能
力
の
な
い
者
が
各
不
法
行
為
の
規
定
の
意
味
で
客
観
的
に
不
法
と
な
る
行
為
に
よ
り
他
人
に
損
害
を
加
え
た
こ

と
、
二
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
を
こ
の
責
任
無
能
力
者
の
監
督
義
務
者
か
ら
請
求
し
え
な
い
こ
と
、
三
、
当
時
の
事
情
特
に
当
事
者
の
関

係
に
従
え
ば
、
全
部
の
又
は
一
部
分
の
損
害
賠
償
を
公
平
が
必
要
と
し
、
こ
の
損
害
賠
償
に
よ
り
自
己
の
身
分
相
応
の
生
計
の
維
持
と
そ

の
法
律
上
の
扶
養
義
務
の
履
行
の
た
め
の
資
力
が
賠
償
者
か
ら
奪
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
（
麟
か
鰻
法
）
。
考
慮
さ
れ
る
べ
き
各
場
合
の
特
殊
事

情
に
は
、
例
え
ば
責
任
無
能
力
者
の
行
為
の
危
険
性
、
行
為
者
に
存
在
し
た
弁
識
と
意
思
支
配
の
規
律
、
侵
害
行
為
の
程
度
と
重
大
さ
並

び
に
加
害
行
為
と
被
害
者
の
経
済
関
係
が
含
ま
れ
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
考
慮
の
下
に
裁
判
官
は
判
決
を
な
す
べ
き
で
、
判
決
の
場
合
に
は

　
　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

成
る
べ
く
固
定
化
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
、
未
成
年
者
の
た
め
又
は
精
神
上
身
体
上
の
状
態
に
よ
り
監
督

を
要
す
る
者
の
法
定
の
監
督
義
務
者
は
被
監
督
者
が
違
法
に
他
人
に
加
え
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
に
任
じ
、
こ
の
場
合
に
監
督
義
務
者
が

相
当
の
監
督
義
務
を
行
い
．
又
は
相
当
の
監
督
を
な
し
た
と
き
で
も
損
害
が
生
ず
べ
か
り
し
と
き
は
こ
の
責
を
免
れ
る
（
解
ン
烈
紙
構
二
蓑
）
。

法
律
上
父
母
は
身
上
監
督
権
（
イ
謂
ン
畑
難
）
に
基
づ
き
、
未
成
年
者
の
監
督
義
務
を
負
い
、
禁
治
産
者
で
あ
る
成
年
者
は
後
見
の
目
的
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
（
↓
瑠
⑪
嘱
轡
後
見
人
が
監
督
義
務
を
負
う
。

　
y
ぜ
ツ
民
法
八
三
二
条
と
親
権
者
の
養
育
と
監
瓢
の
養
務
壷
規
定
す
る
一
六
三
一
・
未
に
よ
鯵
両
親
は
そ
の
子
が
違
法
に
他
人
に
加
え
た

損
害
に
対
し
責
任
を
負
う
が
、
こ
の
場
合
に
は
そ
の
過
失
と
損
害
に
対
す
る
因
果
関
係
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
責
任
か
ら
免
れ
る
た
め
に

は
．
両
親
は
そ
の
監
督
義
務
を
相
当
に
履
行
し
又
は
相
当
な
注
添
武
澄
嚢
履
行
し
た
轡
合
で
も
損
害
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
惹
と
を
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
害
者
に
対
す
る
監
督
義
務
の
履
行
は
子
に
対
す
る
親
族
法
上
の
義
務
の
場
合
と
同
様
の
標
準
に
よ
り
考
慮
し
て

よ
い
か
、
そ
し
て
こ
の
場
合
た
と
え
如
何
な
る
場
合
に
も
人
々
は
こ
れ
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
．
子
の
利
益
を
考
慮
す
べ
き
か
否
か
が
問

　
　
（
6
）

題
と
な
る
。

　
上
級
地
方
裁
判
所
に
は
住
居
以
外
の
場
所
で
遊
戯
す
る
子
に
対
す
る
両
親
の
そ
の
各
場
合
に
よ
る
監
視
を
ド
イ
ッ
民
法
八
三
二
条
の
枠

内
従
っ
て
監
督
義
務
の
履
行
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
。

　
何
故
な
ら
子
の
健
全
な
発
展
の
不
断
の
監
督
が
阻
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
た
し
か
に
同
法
八
三
二
条
の
監
督
義

務
は
子
の
利
益
に
奉
仕
し
な
い
と
い
う
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
一
般
的
に
は
従
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
場
合
子
の
利
益
を
考
慮
し

て
い
る
。
同
法
八
三
二
条
に
関
し
文
献
も
子
の
人
格
の
自
由
な
発
展
を
利
益
考
慮
の
枠
内
で
独
立
の
要
素
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ



で
一
般
的
に
は
、
教
育
目
的
す
な
わ
ち
子
の
人
格
の
自
由
な
発
展
が
親
権
に
限
界
を
置
く
場
合
に
、
八
三
二
条
に
於
い
て
両
親
の
損
害
阻

止
義
務
が
制
限
さ
れ
る
か
否
か
、
ま
た
両
親
は
同
条
に
よ
り
第
三
者
の
た
め
に
、
両
親
が
親
権
の
監
督
義
務
の
規
定
（
蘇
≒
験
）
に
よ
り
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

務
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
範
囲
よ
り
広
く
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。

　
七
一
四
条
に
よ
り
未
成
年
者
が
責
任
能
力
の
な
い
と
き
に
は
法
定
監
督
義
務
者
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
が
、
未
成
年
者
に
責
任
能

力
の
あ
る
場
合
に
は
法
定
監
督
者
た
る
親
権
者
は
責
任
を
免
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
監
督
義
務
者
は
全
く
責
任

を
免
れ
る
の
で
は
な
く
、
監
督
上
の
不
注
意
と
損
害
の
発
生
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
の
不
法
行
為
の
原
則
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

て
、
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
と
解
し
、
こ
の
場
合
被
監
督
者
の
責
任
と
監
督
者
の
責
任
と
が
併
存
す
る
と
し
て
、
監
督
義
務
者
が
外
部
に

対
し
て
加
害
行
為
を
し
な
い
よ
う
監
督
す
べ
き
義
務
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
監
督
義
務
解
怠
の
結
果
無
能
力
者
の
加
害
行
為
が
発

生
し
た
場
合
に
、
そ
の
責
任
を
免
れ
し
め
る
理
由
は
な
く
、
無
能
力
者
に
法
律
上
の
責
任
が
あ
る
場
合
で
も
、
監
督
義
務
者
に
責
任
を
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

わ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
七
一
四
条
の
適
用
の
な
い
場
合
で
も
、
一
般
原
則
に
従
っ
て
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
が
今
日
の
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
最
近
に
至
り
判
例
は
「
未
成
年
者
が
責
任
能
力
を
有
す
る
場
合
せ
あ
っ
て
も
監
督
義
務
者

の
義
務
違
反
と
当
該
未
成
年
者
の
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
結
果
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
を
認
め
う
る
と
き
は
、
監
督
義
務
者
に
つ

き
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
く
不
法
行
為
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
民
法
七
一
四
条
の
規
定
が
右
解
釈
の
妨
げ
と

　
　
　
　
　
　
（
憩
）

な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
責
任
能
力
あ
る
未
成
年
者
と
そ
の
監
督
義
務
者
で
あ
る
親
権
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
た
。

　
こ
の
判
例
は
最
近
の
学
説
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
民
法
七
一
四
条
は
責
任
無
能
力
者
が
不
法
行
為
を
な
し
た
こ
と
を
要
し
、
唯
責

任
無
能
力
で
あ
る
た
め
に
責
任
を
負
担
し
な
い
場
合
で
あ
り
、
従
来
民
法
七
二
一
条
及
至
七
一
四
条
は
不
充
分
で
あ
り
、
未
成
年
者
又
は

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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六
二

心
神
喪
失
者
の
監
督
義
務
者
の
責
任
を
併
行
的
に
す
る
説
や
無
能
力
者
に
賠
償
責
任
の
有
る
と
否
と
を
問
わ
ず
監
督
義
務
者
の
責
任
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
）

め
る
べ
し
と
す
る
立
法
論
が
あ
り
、
現
実
の
社
会
的
事
実
と
し
て
の
家
団
構
成
員
の
他
人
に
加
え
た
損
害
を
家
団
そ
の
も
の
の
不
法
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）

と
考
え
家
団
を
し
て
賠
償
責
任
を
負
担
せ
し
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
。

　
七
一
四
条
に
よ
り
不
法
行
為
を
行
っ
た
未
成
年
者
心
神
喪
失
者
に
責
任
能
力
の
な
い
場
合
に
は
そ
の
監
督
義
務
者
が
責
任
を
負
う
。
こ

の
場
合
．
親
権
者
が
子
の
行
為
に
よ
り
責
任
を
負
う
が
．
他
人
の
行
為
に
よ
り
責
任
を
負
う
の
で
な
く
、
霞
己
の
行
為
に
過
失
が
あ
る
こ

と
が
不
法
行
為
責
任
の
根
拠
と
な
為
凱
之
に
よ
り
、
他
人
の
監
督
義
者
が
そ
の
監
督
上
の
注
意
を
怠
っ
た
と
い
う
鐵
己
の
過
失
に
黎
き
民

　
　
　
　
（
慧
）

法
上
責
任
を
負
う
と
考
え
る
な
ら
ば
、
不
法
行
為
を
行
う
未
成
年
者
が
責
任
能
力
が
あ
り
．
未
成
年
者
自
身
が
責
任
を
負
う
場
合
で
も
．

監
督
義
務
者
の
未
成
年
者
に
対
す
る
監
督
義
務
の
僻
怠
の
結
果
惹
の
よ
う
な
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
．

一
般
の
不
法
行
為
が
成
立
し
．
監
督
義
務
者
が
不
法
行
為
責
任
を
負
担
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
七
一
四
条
の
免
責
の
事
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
撮
）

監
督
者
の
過
失
を
責
任
無
能
力
者
の
監
督
を
怠
ら
な
か
っ
た
と
い
う
一
般
的
な
過
失
と
解
す
る
な
ら
ば
、
監
督
の
対
象
と
な
る
未
成
年
者

が
責
任
無
能
力
者
の
と
き
は
そ
の
監
督
義
務
の
程
度
内
容
か
ら
考
え
て
監
督
義
務
者
の
過
失
が
免
責
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
責
任
能
力
あ
る
未
成
年
者
の
場
合
に
は
．
未
成
年
者
は
一
定
の
判
断
に
よ
り
行
動
し
う
る
能

力
が
備
っ
て
い
る
の
で
．
監
督
義
務
者
の
注
意
義
務
が
軽
減
き
れ
る
場
合
も
あ
り
、
監
督
義
務
者
の
無
過
失
の
場
合
も
考
え
う
る
が
、
た

と
え
未
成
年
者
に
責
任
能
力
が
存
在
す
る
と
き
で
も
、
監
督
義
務
に
違
反
す
る
よ
う
な
と
き
は
、
未
成
年
者
に
よ
り
不
法
行
為
が
な
さ
れ

た
と
き
で
も
、
監
督
義
務
者
は
自
己
の
過
失
に
よ
り
不
法
行
為
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
監
督
義
務
者
の
過
失
の
有
無
の
判
定
に
は
未

成
年
者
の
責
任
能
力
の
基
礎
で
あ
る
意
思
能
力
の
内
容
程
度
を
も
考
慮
す
べ
き
と
考
え
る
が
更
に
責
任
能
力
あ
る
未
成
年
者
の
不
法
行
為



に
つ
き
親
権
者
の
監
護
義
務
の
違
背
の
有
無
の
判
断
に
は
、
親
権
者
と
の
共
同
生
活
事
実
の
存
否
、
も
し
く
は
経
済
的
依
存
度
が
判
断
基

　
　
（
1
5
）

準
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
監
督
義
務
者
の
不
法
行
為
責
任
の
問
題
は
交
通
事
故
に
関
係
し
て
数
年
来
の
判
例
の
申
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
責
任
能
力
あ
る
未
成

年
者
の
惹
起
し
た
交
通
事
故
に
対
し
そ
の
監
督
義
務
者
が
責
任
を
負
う
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
、
監
督
義
務
違
反
と
損
害
の
発
生
と
の
間

に
因
果
関
係
が
あ
る
と
き
に
は
未
成
年
者
に
責
任
能
力
の
あ
る
場
合
で
も
一
般
の
不
法
行
為
の
原
則
に
よ
り
、
監
督
義
務
者
は
賠
償
責
任

を
負
う
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
一
七
才
の
少
年
の
起
し
事
故
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
と
し
て
保
管
義
務
違
反
と
そ
の
少
年
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絡
）

用
に
際
し
て
の
他
人
に
危
険
を
与
え
な
い
よ
う
監
督
す
べ
き
義
務
違
反
に
よ
り
親
権
者
に
責
任
を
認
め
、
ま
た
親
権
者
の
未
成
年
者
に
対

す
る
監
督
義
務
の
内
容
程
度
は
一
律
で
な
く
未
成
年
者
の
能
力
が
成
年
者
の
能
力
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
親
権
者
の
監
督
義
務
も
狭
く
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
葺
）

弱
く
な
る
も
の
と
し
、
親
元
か
ら
離
れ
て
独
立
の
生
活
を
す
る
十
九
才
の
少
年
の
起
し
た
事
故
に
つ
き
親
権
者
の
責
任
を
認
め
な
い
も
の

等
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）

　
ま
た
未
成
年
者
が
所
有
す
る
車
の
運
転
に
よ
る
事
故
に
つ
き
諸
般
の
事
情
か
ら
父
親
に
い
わ
ゆ
る
運
行
供
用
者
の
責
任
を
認
め
る
と
い

う
最
近
の
判
例
が
あ
る
。

（
1
）
　
石
田
文
次
郎
著
債
権
各
論
　
二
五
九
頁

（
2
）
　
鳩
山
秀
夫
著
日
本
債
権
法
（
各
論
）
下
　
八
九
九
頁

（
3
）
　
四
宮
和
夫
判
例
不
法
行
為
法
　
八
五
頁

（
4
）
譲
勉
二
び
鍵
窪
斜
ピ
o
ξ
9
畠
留
の
ω
。
ご
憲
器
o
算
ω
’
謹
馳

　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位

賞
一
〇
㎝
9
ω
9
ω
Qo
一

六
三



　
東
洋
　
法
　
学

（
5
）
　
｝
《
緩
一
い
畦
o
器
”
鈴
鉾
○
こ
oり
‘
oo
黛

（
6
）
　
淳
鮮
匂
塁
鷺
ρ
葭
①
評
鼠
蔚
一
欝
葬
o
簿
留
醜
§
巽
鑓
瓢
鐸
窪
鵠
弩
＆
d
一
轟
①
圓
y
お
腿
oo
嘩
蕊
o。

（
7
）
響
欝
冨
冨
多
勲
拶
ρ
）
もo
騨
蕊
恥

（
8
）
　
加
藤
一
郎
　
不
法
行
為
　
一
六
二
頁

（
9
）
　
松
坂
佐
一
「
責
任
無
能
力
考
を
監
督
す
る
者
の
責
任
」
我
妻
先
生
還
歴
記
念
論
文
集
損
害
賠
償
責
任
の
研
究
上

（
憩
）
　
璽
愚
判
　
昭
和
閥
九
三
月
二
二
縫
民
集
二
八
巻
工
号
三
四
九
頁

（
鷲
）
　
鳩
霞
秀
夫
　
前
掲
九
〇
一
頁

（
撒
）
　
末
弘
厳
太
郎
　
民
法
雑
記
帳
一
八
灘
頁

（
B
）
　
加
藤
一
郎
　
前
掲
　
六
三
頁

（
鍵
）
　
加
藤
一
郎
　
前
掲
　
一
五
九
頁

（
轟
〉
　
山
隣
純
夫
　
民
商
法
雑
誌
七
二
巻
一
号
一
七
三
、
頁

（
届
）
　
宇
都
宮
地
判
　
昭
和
閥
三
年
九
月
三
〇
欝
交
還
民
集
一
巻
五
号
二
二
八
頁

（
貿
）
　
岡
山
地
判
　
昭
和
照
三
年
七
月
三
一
置
交
通
民
集
一
巻
三
号
八
五
二
頁

（
娼
）
　
最
蕎
判
　
昭
和
四
九
年
七
月
一
六
日
民
集
二
八
五
号
七
三
二
頁

六
四

一
六
三
響
搬

四
，
末
成
年
者
の
責
任
能
力

　
我
が
民
法
で
は
未
成
年
者
ガ
他
人
二
損
害
ヲ
加
ヘ
タ
ル
場
合
二
於
テ
其
行
為
ノ
責
任
ヲ
弁
識
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
知
能
ヲ
具
ヘ
ザ
リ
シ
ト

キ
ハ
賠
償
ノ
責
二
任
ゼ
ズ
（
嘱
繁
秦
）
と
規
定
す
る
。
行
為
の
責
任
と
は
行
為
の
是
非
善
悪
即
ち
道
徳
上
の
責
任
の
こ
と
か
行
為
の
事
実
的

結
果
及
び
社
会
的
意
義
の
こ
と
か
或
は
行
為
の
法
律
上
の
責
任
の
こ
と
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
が
、
法
律
上
の
責
任
の
意
味
で
あ
り



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
か
も
損
害
賠
償
義
務
の
発
生
の
み
で
な
く
何
等
か
の
法
律
上
の
責
任
を
生
ず
る
べ
き
こ
と
を
弁
識
す
る
知
性
あ
る
こ
と
を
い
う
と
解
さ

れ
て
い
る
。
未
成
年
者
の
責
任
能
力
を
規
定
す
る
の
に
年
令
に
よ
り
劃
一
的
に
規
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
具
え
る
知
能
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

よ
り
決
す
る
民
法
で
は
、
責
任
能
力
あ
り
や
否
や
は
未
成
年
者
の
個
々
の
行
為
に
つ
い
て
具
体
的
に
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。

　
責
任
能
力
は
事
物
の
弁
識
を
内
容
と
す
る
精
神
能
力
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
責
任
能
力
に
対
比
さ
れ
る
の
は
法
律
行
為
の
意
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

能
力
で
あ
る
。
意
思
能
力
は
法
律
行
為
の
弁
識
力
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
責
任
能
力
と
同
一
で
あ
る
。

　
判
例
は
未
成
年
者
の
責
任
能
力
を
判
断
す
る
場
合
に
「
裁
判
所
ハ
先
ヅ
其
責
任
能
力
ノ
有
無
ヲ
調
査
シ
、
其
未
成
年
者
ガ
加
害
行
為
ノ

当
時
二
於
テ
其
知
能
既
二
不
法
行
為
ノ
何
タ
ル
ヤ
換
言
ス
レ
バ
是
非
善
悪
ヲ
識
別
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
程
度
二
発
達
シ
責
任
能
力
ヲ
具
有

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ス
ル
ノ
事
実
ヲ
肯
定
ス
ル
」
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
し
、
ま
た
他
の
判
例
は
「
民
法
第
七
一
二
条
二
行
為
ノ
責
任
ヲ
弁
識
ス
ル
ニ
足
ル
ベ

キ
知
能
ト
謂
フ
ハ
固
ヨ
リ
道
徳
上
不
正
ノ
行
為
タ
ル
コ
ト
ヲ
弁
識
ス
ル
知
能
ノ
意
ニ
ア
ラ
ズ
、
加
害
行
為
ノ
法
律
上
ノ
責
任
ヲ
弁
識
ス
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

二
足
ル
ベ
キ
知
能
ヲ
指
ス
モ
ノ
と
解
し
て
い
る
。
前
者
の
判
例
は
一
二
才
二
ヵ
月
の
少
年
の
傷
害
行
為
に
対
し
被
害
者
が
加
害
者
タ
ル
少

年
ノ
法
定
監
督
義
務
者
で
あ
る
親
権
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
裁
判
所
は
加
害
者
に
責
任
能
力
を
否
定

し
て
民
法
七
一
四
条
の
法
定
監
督
者
の
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
判
例
は
一
一
才
二
ヵ
月
の
少
年
店
員
が
そ
の
業
務

上
の
行
為
に
よ
る
加
害
行
為
に
対
し
被
害
者
が
そ
の
使
用
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
も
の
で
、
こ
の
場
合
は
こ
の
加
害
者
に
責
任

能
力
を
是
定
し
て
、
使
用
者
に
民
法
七
一
五
条
の
責
任
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
判
例
に
つ
い
て
は
い
づ
れ
も
裁
判
所
は
被

害
者
に
賠
償
請
求
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
が
、
判
例
に
示
さ
れ
た
未
成
年
者
の
責
任
能
力
の
判
定
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
及
び
年
令
の
程

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

度
は
同
一
で
は
な
い
。

　
加
害
者
に
責
任
能
力
の
な
い
と
き
に
は
、
責
任
無
能
力
者
の
法
定
の
監
督
義
務
者
が
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
い
（
鷹
融
照
条
）
．
こ
の
よ
う

な
法
定
の
監
督
義
務
者
に
は
未
成
年
者
の
場
合
に
は
親
権
者
と
後
見
人
、
禁
治
産
者
の
場
合
に
は
後
見
入
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ド
イ
ツ
民
法
は
未
成
年
者
の
不
法
行
為
能
力
に
関
し
．
七
才
未
満
の
子
供
は
他
人
に
加
え
た
損
害
に
責
任
を
負
わ
ず
（
欝
潔
”
鰻
絃
項
）
．
七

才
以
上
十
八
才
未
満
の
子
供
は
加
害
行
為
の
さ
い
貢
任
を
認
識
す
る
に
た
る
弁
識
力
を
有
し
な
い
と
き
は
責
任
が
な
い
（
群
ン
離
籟
融
澱
）
鮎
幅
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
暮
）

定
し
て
い
・
⇔
、
不
法
行
為
能
力
と
は
不
法
行
為
に
よ
り
．
、
娯
任
ζ
負
う
能
力
．
厚
責
能
力
を
い
う
．

　
ド
イ
ツ
民
法
は
自
己
の
過
失
行
為
に
よ
り
自
己
の
責
任
を
負
担
す
る
能
力
い
わ
ゆ
る
不
法
行
為
能
力
、
責
任
能
力
を
異
っ
た
段
階
を
以

っ
て
規
定
す
る
。
完
全
な
不
法
、
脊
為
能
力
は
判
眼
な
き
行
為
能
力
よ
り
以
前
に
発
生
し
す
な
わ
ち
一
八
才
か
ら
で
あ
る
．
七
才
以
上
の
子

供
は
不
法
行
為
無
能
力
で
あ
る
、
七
才
以
上
十
八
才
未
満
の
未
成
年
者
は
損
害
賠
償
義
務
を
発
生
さ
せ
る
個
々
の
行
為
の
当
時
責
任
を
認

識
す
る
に
た
る
弁
識
を
も
つ
か
否
か
が
重
要
な
聞
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
．
こ
の
よ
う
な
行
為
の
不
法
性
と
こ
れ
よ
り
生
ず
る
責
任
を
認

識
す
る
一
般
的
な
精
神
能
力
が
弁
識
と
解
き
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
能
力
が
存
在
す
る
か
否
か
の
問
題
と
具
体
的
に
過
失
責
任
が
存
す

る
か
否
か
の
間
題
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
に
答
え
る
と
き
は
．
過
失
が
あ
る
と
い
う
場
合
は
、
未
成
年
者
は
取
引
上
要

し
そ
の
年
令
区
劃
に
入
る
こ
と
よ
り
通
常
生
ず
る
注
意
に
従
っ
た
か
否
か
が
重
要
な
聞
題
で
あ
る
。
こ
の
不
法
行
為
能
力
を
欠
く
場
合
に

は
、
具
体
的
場
合
に
．
必
要
な
注
意
を
遵
守
し
た
か
否
か
の
間
題
は
通
常
調
査
さ
れ
な
い
。
し
か
し
．
未
成
年
者
が
そ
の
精
神
的
発
育
に

よ
り
一
般
に
自
己
の
責
任
の
認
識
に
必
要
な
弁
識
力
を
も
つ
と
い
う
理
由
で
不
法
行
為
能
力
が
是
認
さ
れ
る
と
き
で
も
、
一
定
の
場
合
に

は
有
害
な
結
果
を
避
け
る
た
め
に
要
す
る
程
度
の
注
意
が
加
害
者
に
要
求
さ
れ
な
い
と
の
理
由
で
、
個
々
の
場
合
に
過
失
を
欠
く
こ
と
が



　
　
（
7
）

あ
り
う
る
。

　
故
意
行
為
が
議
論
の
中
心
と
な
る
刑
法
に
対
し
て
民
法
は
過
失
行
為
が
重
要
で
あ
る
。
過
失
の
場
合
に
は
過
失
あ
る
行
為
者
が
権
利
侵

害
に
至
る
因
果
過
程
を
洞
察
し
な
い
点
が
故
意
と
異
る
。
そ
れ
故
に
過
失
の
場
合
に
は
責
任
の
帰
属
に
は
、
権
利
侵
害
の
結
果
換
言
す
る

と
損
害
の
結
果
を
惹
起
す
べ
き
作
為
不
作
為
の
客
観
的
適
格
性
を
認
め
る
べ
き
行
為
者
の
過
失
を
前
提
と
す
る
。
こ
れ
は
責
任
の
根
拠
と

共
に
、
未
成
年
者
の
場
合
に
行
為
者
の
成
熟
の
状
態
に
よ
り
、
損
害
発
生
の
可
能
性
又
は
自
己
の
行
為
の
危
険
性
を
認
識
し
得
た
か
否
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
調
査
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
ド
イ
ッ
の
判
例
も
学
説
も
最
初
は
危
険
性
の
認
識
の
概
念
を
責
任
の
前
提
要
件
の
枠
内
で
、
ど
こ
に

地
位
づ
け
る
か
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
不
法
行
為
能
力
を
一
般
的
に
法
律
上
の
行
為
能
力
と
理
解
し
た
ド
イ
ツ
民
法
の
立
法
者
の
立
場
か

ら
は
、
危
険
性
の
認
識
を
貴
任
の
要
素
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
責
任
の
認
識
は
内
容
的
に
は
法
的
関
係
の
理
解
を
な

し
う
る
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
未
成
年
者
は
自
己
が
違
法
に
他
人
の
領
域
を
侵
害
す
る
こ
と
を
認
識
し
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
危
険
性

の
認
識
又
は
生
ず
べ
き
損
害
の
予
見
可
能
性
は
責
任
の
認
識
に
は
適
当
で
は
な
い
。
む
し
ろ
国
家
に
於
い
て
人
問
の
共
同
生
活
が
個
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

課
す
る
義
務
の
認
識
が
こ
れ
に
適
し
て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

　
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
過
失
は
常
に
行
為
の
有
害
な
結
果
に
関
す
る
有
責
的
な
錯
誤
と
い
う
こ
と
に
基
づ
き
そ
の
本
質
を
行
為

者
が
自
巳
が
認
識
し
う
る
行
為
の
危
険
性
を
有
責
的
な
方
法
で
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
と
す
る
。
自
己
の
行
為
の
不
法
性
を
認
識
す
る
可

能
性
は
過
失
的
不
法
行
為
の
場
合
は
常
に
一
定
の
行
為
に
内
在
す
る
他
人
の
権
利
又
は
法
的
利
益
の
危
険
性
を
認
識
す
る
可
能
性
を
前
提

と
す
る
。
自
己
の
行
為
の
有
害
な
結
果
を
認
識
し
え
な
い
者
は
こ
の
見
解
に
よ
る
と
行
為
の
違
法
性
を
認
識
す
る
状
態
に
な
い
。
そ
し
て

不
法
性
の
認
識
の
み
が
責
任
義
務
の
観
念
、
責
任
の
認
識
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
故
に
責
任
の
認
識
は
行
為
の
危
険
性
の
認
識
と
も
、
共

　
　
　
民
法
上
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監
督
義
務
者
の
地
位
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六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萄
）

同
人
に
課
せ
ら
れ
た
不
法
性
の
認
識
と
も
一
致
せ
ず
、
両
者
を
凌
賀
す
る
。

　
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
例
は
行
為
の
危
険
性
の
弁
識
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
民
法
八
二
八
条
二
項
の
責
任
の

認
識
に
た
る
弁
識
を
過
失
不
法
行
為
の
た
め
に
示
さ
れ
る
方
法
を
以
っ
て
補
充
し
た
。
故
意
不
法
行
為
の
場
合
に
は
未
成
年
者
の
不
法
行

為
能
力
の
た
め
に
は
行
為
の
不
法
性
と
そ
の
義
務
の
た
め
に
何
ら
か
の
方
法
で
責
に
任
ず
る
能
力
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一

方
に
於
い
て
過
失
不
法
行
為
の
場
合
の
責
任
の
認
識
は
三
つ
の
要
素
す
な
わ
ち
行
為
の
危
険
性
を
認
識
す
る
年
令
に
よ
る
可
能
性
と
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）

に
基
づ
く
行
為
の
不
法
性
を
理
解
し
う
る
能
力
と
不
法
性
認
識
に
基
づ
く
何
ら
か
の
責
任
．
義
務
の
認
識
の
可
能
性
を
共
通
に
前
提
と
す
る
、

　
こ
の
判
例
に
よ
る
と
行
為
の
認
識
は
過
失
性
と
、
、
翼
任
に
共
通
で
あ
る
。
危
険
性
の
認
識
の
可
能
な
一
面
で
は
過
失
行
為
の
非
難
を
理
由

づ
け
他
方
で
は
責
任
の
認
機
の
基
礎
を
与
え
る
。
従
っ
て
責
任
の
認
識
に
た
る
弁
識
の
確
立
を
以
っ
て
．
行
為
の
危
険
性
の
弁
識
に
基
づ

く
い
う
理
由
で
通
常
は
過
失
の
閥
題
も
是
認
さ
れ
、
ま
た
年
令
の
到
達
に
至
ら
ぬ
と
い
う
理
由
か
ら
、
危
険
の
認
識
の
状
態
に
な
い
者
は

遇
失
な
く
行
為
し
そ
こ
で
行
為
の
際
の
事
情
は
顧
慮
さ
れ
な
い
。
こ
の
た
め
責
任
能
力
と
過
失
は
相
互
に
関
係
の
な
い
要
件
で
は
な
い
こ

と
は
明
瞭
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
初
期
の
判
例
は
特
に
八
二
八
条
二
項
は
主
観
的
す
な
わ
ち
有
責
行
為
の
年
令
成
熟
に
つ
い
て

の
要
件
の
規
定
に
他
ら
ぬ
と
し
．
そ
こ
で
こ
の
規
定
は
責
任
能
力
の
規
定
と
し
て
い
た
。
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
七
才
以
上
一
八
才
未
満

の
者
は
自
己
が
取
引
上
必
要
な
注
意
を
は
ら
わ
ず
従
っ
て
ド
イ
ッ
民
法
二
七
六
条
二
項
の
注
意
義
務
に
よ
り
過
失
あ
る
行
為
を
行
う
場
合

に
は
た
と
え
自
己
の
行
為
を
注
意
義
務
と
矛
盾
す
る
と
認
識
し
う
る
弁
識
を
有
し
て
い
て
も
過
失
の
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
過
失
の
法

的
意
味
は
行
為
者
の
責
任
能
力
を
前
提
と
す
る
主
観
的
に
も
過
失
あ
る
行
為
を
必
要
と
す
る
。
従
っ
て
未
成
年
者
の
場
合
に
は
こ
の
個
別

性
に
よ
り
行
為
の
さ
い
に
行
為
者
は
自
己
の
行
為
を
自
己
の
主
観
的
過
失
と
す
る
こ
と
を
是
認
す
る
よ
う
な
弁
識
を
も
つ
か
否
か
が
調
査



さ
れ
ね
ば
な
ら
漁
。
こ
れ
は
行
為
の
き
い
に
自
己
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
注
意
義
務
を
怠
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
た
る
弁
別
を
も
つ
程
度
に

充
分
な
人
格
的
に
発
育
し
て
い
る
と
き
あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
民
法
八
二
八
条
二
項
に
よ
る
と
不
法
行
為
能
力
と
は
結
局
未
成
年

者
に
要
求
せ
ら
れ
る
注
意
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
を
知
る
に
充
分
成
熟
し
て
い
る
か
否
か
に
係
る
の
で
な
く
、
行
為
さ
れ
た
不
正
の
た
め

に
自
己
に
責
任
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
を
知
る
に
充
分
な
成
熟
に
達
し
て
い
る
か
否
か
に
係
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
立
法
者
は
そ
の
発
生
史
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
責
任
の
認
識
に
た
る
弁
識
の
概
念
を
以
っ
て
、
過
失
の
能
力
と
し
て
は
い
な
い
。
ラ
イ

ヒ
最
高
裁
判
所
の
後
期
の
判
例
は
過
失
の
問
題
は
法
的
に
責
任
の
弁
別
の
問
題
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
基
本
的
に
は
七
才
以
上
十

八
才
未
満
の
未
成
年
の
場
合
に
は
故
意
及
び
過
失
の
調
査
は
責
任
の
弁
識
の
欠
如
の
確
定
と
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
地
に
立

つ
。
従
っ
て
先
づ
こ
れ
は
未
成
年
者
の
方
で
立
証
す
べ
き
こ
と
だ
が
、
未
成
年
者
が
故
意
行
為
の
さ
い
に
責
任
を
認
識
す
る
に
た
る
弁
識

を
も
っ
て
い
た
か
否
か
（
躍
ン
”
鰻
融
項
）
、
そ
し
て
更
に
こ
の
弁
識
力
を
も
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
損
害
を
過
失
に
よ
り
惹
起
し
た
か
否
か
を

特
に
調
査
す
べ
き
で
あ
る
。
判
例
に
よ
る
過
失
と
責
任
の
区
別
の
必
要
性
の
理
論
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ド
イ
ッ
民
法
八
二
八
条
の
適
用

の
要
件
は
単
に
無
責
任
に
よ
り
損
害
が
発
生
し
た
こ
と
で
な
く
、
責
任
能
力
と
は
別
に
加
害
者
を
有
責
的
な
ら
し
め
る
損
害
の
発
生
と
い

う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
不
法
行
為
に
は
物
的
（
客
観
的
）
と
人
的
（
主
観
的
）
要
件
が
必
要
で
あ
る
。

　
更
に
責
任
無
能
力
者
は
責
任
能
力
者
よ
り
強
い
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
責
任
能
力
者
が
過
失
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
な
い

と
き
も
八
二
九
条
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
責
任
能
力
と
過
失
の
間
を
区
別
し
、
特
に
一
方
で
は
行
為
者
が
取
引
上
必
要
な
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）

意
を
怠
る
か
否
か
、
他
方
責
任
の
認
識
に
た
る
弁
識
を
有
し
て
い
た
か
否
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　
民
法
上
責
任
能
力
が
あ
れ
ば
未
成
年
者
で
も
取
引
上
一
般
的
に
要
求
さ
れ
る
注
意
を
欠
く
と
き
は
過
失
と
な
る
も
の
で
「
然
レ
ド
モ
責

　
　
　
民
法
上
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監
督
義
務
者
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地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
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七
〇

任
能
力
ア
ル
未
成
年
者
ハ
不
法
行
為
二
関
シ
テ
ハ
成
年
者
ト
全
然
同
一
ナ
ル
法
律
関
係
二
服
ス
ベ
ク
、
其
間
二
差
等
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得

ズ
。
換
言
ス
レ
バ
未
成
年
者
ハ
責
任
能
力
ヲ
欠
如
ス
レ
バ
即
止
ム
、
萄
モ
責
任
能
力
ヲ
具
有
ス
ル
以
上
ハ
成
年
者
ハ
同
一
ナ
ル
注
意
義
務

二
服
従
シ
所
謂
善
良
ナ
ル
管
理
者
ノ
注
意
ヲ
怠
リ
タ
ル
為
メ
ニ
生
ジ
タ
ル
権
利
侵
害
二
対
シ
テ
ハ
其
責
二
任
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
．
何
ト
ナ

ン
バ
法
律
行
為
二
関
シ
テ
ハ
法
律
ハ
之
ヲ
為
シ
タ
ル
未
成
年
者
二
意
思
能
力
ア
ル
ヲ
以
テ
足
レ
リ
ト
セ
ズ
之
二
取
消
権
ヲ
認
メ
其
利
益
ヲ

保
護
シ
法
律
行
為
能
力
晶
付
キ
成
年
者
ト
未
成
年
者
ト
ノ
間
瓢
区
別
ヲ
設
ケ
タ
ル
モ
不
法
行
為
麟
付
キ
テ
ハ
法
律
ハ
識
別
心
ナ
キ
未
成
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㍊
）

者
欝
無
貢
任
ト
ナ
ス
照
漕
騨
止
マ
▽
其
他
ノ
点
嵩
付
テ
ハ
此
二
者
問
晶
何
等
責
任
ノ
轄
重
ヲ
認
メ
ザ
ル
騨
以
テ
ナ
リ
」
と
す
る
判
例
も
同
様
の

考
え
に
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

（
i
）

（
2
）
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3
）
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4
）
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鉛
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大
正
照
年
五
月
一
二
日
前
掲

五
、
民
法
上
の
責
任
能
力
と
意
思
能
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
責
任
能
力
と
は
自
己
の
行
為
の
結
果
を
認
識
す
る
に
足
る
精
神
能
力
と
定
義
さ
れ
、
過
失
責
任
の
も
と
に
故
意
過
失
が
不
法
行
為
の
要

件
と
き
れ
る
。
故
意
過
失
の
前
提
要
件
と
し
て
一
定
の
判
断
能
力
の
存
在
が
必
要
で
あ
り
、
行
為
の
結
果
相
手
方
に
違
法
な
侵
害
を
加
え

る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
た
め
、
加
害
を
回
避
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
認
識
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

う
る
だ
け
の
能
力
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
能
力
が
責
任
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
故
意
過
失
を
要
件

と
し
な
い
特
殊
な
不
法
行
為
は
故
意
過
失
の
基
礎
と
な
る
意
思
能
力
は
必
要
で
な
い
が
、
一
般
的
不
法
行
為
は
故
意
過
失
を
不
可
欠
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

素
と
し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
作
る
に
適
す
べ
き
意
思
能
力
を
具
え
た
る
者
の
行
為
で
な
け
れ
ば
不
法
行
為
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ

る
。
ま
た
意
思
能
力
は
法
律
行
為
を
有
効
な
ら
し
め
る
た
め
に
当
然
必
要
と
さ
れ
る
要
件
で
あ
り
、
個
人
の
生
活
関
係
を
意
思
に
基
づ
き

規
律
す
る
契
約
も
意
思
能
力
の
あ
る
者
が
有
効
に
締
結
し
う
る
。
そ
し
て
過
失
責
任
の
原
則
は
契
約
自
由
の
原
則
と
表
裏
の
関
係
に
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

個
人
の
意
思
が
合
法
的
に
活
動
す
れ
ば
契
約
と
な
り
、
違
法
に
働
け
ば
不
法
行
為
と
な
る
と
さ
れ
る
。

　
我
が
民
法
は
責
任
能
力
者
を
積
極
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
責
任
無
能
力
者
を
規
定
し
て
い
る
。
未
成
年
者
の
場
合
は
一
定
の
年

令
以
下
の
者
は
責
任
無
能
力
者
と
規
定
せ
ず
に
、
他
人
に
損
害
を
加
え
た
場
合
に
於
い
て
其
行
為
の
責
任
を
弁
識
す
る
に
足
る
知
能
を
具

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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二

え
ざ
る
と
き
は
不
法
行
為
の
責
任
を
負
わ
な
い
（
畿
遜
秦
）
こ
と
に
な
る
。

　
心
神
喪
失
の
間
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
者
も
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
（
銀
職
一
秦
）
。
心
神
喪
失
と
は
意
思
能
力
を
欠
く
こ
と
で
あ
り
、

法
律
行
為
の
場
合
に
は
心
喪
失
の
常
況
に
あ
る
者
は
禁
治
産
宣
告
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
．
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
個
々
の
行
為
の
場
合

に
そ
の
当
時
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
っ
た
か
否
か
に
よ
り
責
任
能
力
の
有
無
を
決
定
し
、
禁
治
産
者
で
も
行
為
当
時
本
心
に
復
し
て
い
れ

ば
不
法
行
為
上
の
黄
任
を
負
担
す
る
鑑
と
に
な
る
。

　
し
か
し
故
意
過
失
に
よ
り
一
時
の
心
神
喪
失
を
招
い
た
者
は
不
法
行
為
責
任
を
免
れ
な
い
禽
鎌
撃
）
．

　
ド
イ
ッ
民
法
に
於
い
て
は
、
行
為
の
当
時
無
意
識
の
状
態
又
は
病
的
精
神
障
害
の
た
め
に
自
由
な
意
思
決
定
を
排
除
す
る
状
態
に
あ
っ

た
者
は
不
法
行
為
能
力
が
な
い
（
解
財
雛
幾
滅
）
、
前
段
の
卦
合
は
法
的
見
解
に
よ
る
と
人
間
の
行
為
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
、
病
的
精
神
障

害
の
状
態
が
そ
の
性
質
上
一
時
的
で
あ
る
か
否
か
は
法
律
行
為
能
力
の
場
合
と
異
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
加
害
者
が
酒
類

そ
の
他
こ
れ
と
類
似
の
手
段
に
よ
り
一
時
的
に
前
述
の
よ
う
な
状
態
を
招
い
た
と
き
は
、
過
失
責
任
が
発
生
す
る
。
こ
の
場
合
過
失
責
任

の
理
由
は
行
為
者
自
身
が
こ
の
よ
う
な
状
態
を
招
い
た
こ
と
に
よ
り
他
人
に
対
す
る
危
険
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

者
が
無
過
失
に
こ
の
状
態
を
生
じ
き
せ
た
と
き
は
責
任
は
発
生
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
未
成
年
者
の
場
合
は
、
七
才
未
満
の
者
が
他
人
に
損
害
を
加
え
た
と
き
は
賠
償
責
任
は
な
く
、
七
才
以
上
十
八
才
未
満
の
者
は
加
害
行

為
の
当
時
責
任
の
弁
識
に
必
要
な
弁
別
力
を
も
た
な
い
と
き
は
他
人
に
加
え
た
損
害
の
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
（
び
ン
”
籟
法
）
。

　
ド
イ
ッ
民
法
に
於
い
て
は
未
成
年
者
の
責
任
能
力
に
関
し
て
七
才
以
上
十
八
才
未
満
の
者
は
行
為
の
責
任
を
予
見
す
る
に
た
る
弁
識
を

有
す
る
と
き
の
み
責
任
を
負
う
（
躍
潔
”
鰻
謙
項
）
と
す
る
が
、
過
失
と
責
任
能
力
の
明
瞭
な
区
別
は
ド
イ
ッ
民
法
八
二
八
条
二
項
の
申
で
未
成



年
者
の
不
法
行
為
能
力
を
規
定
す
る
た
め
に
使
用
す
る
責
任
の
認
識
に
た
る
弁
別
と
い
う
特
別
の
概
念
に
よ
り
一
層
困
難
に
な
る
。
こ
れ

に
反
し
刑
法
上
で
知
ら
れ
る
定
義
は
責
任
能
力
を
行
為
の
不
法
性
を
認
識
し
こ
の
認
識
に
よ
り
行
為
し
う
る
能
力
と
し
て
表
現
す
る
。
こ

の
区
別
は
次
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
刑
法
は
責
任
能
力
の
二
要
素
か
ら
出
発
す
る
。
こ
れ
は
一
つ
は
知
的
要
素
で
あ
る
不
法
性
の
認
識

の
能
力
で
あ
り
、
他
は
意
的
要
素
で
あ
る
制
止
可
能
性
で
あ
る
こ
と
を
含
む
が
、
八
二
八
条
の
認
識
に
た
る
弁
別
と
は
知
的
要
素
で
あ
る

弁
識
力
の
み
を
含
む
。
し
か
し
こ
の
ド
イ
ッ
民
法
の
弁
識
力
は
刑
法
に
於
け
る
如
く
単
に
不
法
性
従
っ
て
行
為
の
単
な
る
禁
止
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
み
で
な
く
更
に
禁
止
さ
れ
た
行
為
の
効
果
で
あ
る
責
任
に
関
す
る
の
で
あ
る
。

　
ス
イ
ス
民
法
に
於
い
て
も
ス
イ
ス
債
務
法
四
一
条
に
よ
り
故
意
過
失
に
よ
り
違
法
に
他
人
に
損
害
を
加
え
た
者
は
賠
償
の
義
務
を
負

う
。
過
失
は
刑
法
上
も
民
法
上
も
責
任
能
力
を
前
提
と
す
る
。
民
法
の
場
合
に
は
同
民
法
に
規
定
さ
れ
る
判
断
能
力
、
合
理
的
に
行
為
し

う
る
能
力
の
あ
る
者
は
す
べ
て
責
任
能
力
の
あ
る
者
で
あ
る
（
壽
躰
隅
絃
九
条
）
。
法
律
行
為
の
場
合
と
同
様
に
不
法
行
為
の
場
合
に
も
判
断

さ
れ
る
べ
き
損
害
を
避
け
る
た
め
に
如
何
な
る
程
度
の
理
性
が
必
要
で
あ
っ
た
か
が
考
慮
さ
れ
る
。
判
断
能
力
の
概
念
は
相
対
的
で
あ

る
。
当
該
の
行
為
者
に
帰
責
さ
れ
る
行
為
事
実
に
つ
き
そ
の
行
為
者
に
合
理
的
な
行
為
の
能
力
が
あ
る
か
否
か
が
探
求
き
れ
る
。
一
定
の

責
任
能
力
の
場
合
に
行
為
の
違
法
性
を
弁
別
す
る
主
観
的
能
力
は
も
は
や
目
的
と
さ
れ
な
い
が
、
他
方
に
於
い
て
は
そ
の
是
認
が
過
失
の

排
除
に
至
る
判
断
無
能
力
の
評
価
は
主
観
的
評
価
に
よ
り
な
さ
れ
る
と
い
う
点
に
一
定
の
矛
盾
が
あ
る
。
意
思
の
そ
し
て
知
能
の
薄
弱
者

に
対
す
る
過
失
概
念
の
客
観
化
か
ら
生
ず
る
取
引
安
全
の
観
念
か
ら
は
、
判
断
無
能
力
者
を
損
害
の
原
因
と
し
て
考
え
る
要
求
も
生
ず
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
理
性
を
欠
く
子
供
や
精
神
病
者
　
対
し
過
失
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
こ
の
場
合
で
の
客
観
化
は
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
加
害
行
為
の
道
徳
的
非
難
と
い
う
常
に
一
致
す
る
思
想
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
判
断
無
能
力
者
の
無

　
　
　
民
法
上
の
監
督
義
務
者
の
地
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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七
四

責
任
と
い
う
規
則
の
一
定
の
緩
和
は
特
に
公
平
の
原
則
よ
り
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
判
断
無
能
力
者
が
そ
の
状
態
を
自
身
で
起
し
た
と
き

（
飲
酒
運
転
）
に
は
責
任
が
肯
定
さ
れ
る
。

　
過
失
な
く
し
て
責
任
無
能
力
の
状
態
を
招
い
た
こ
と
の
立
証
責
任
が
賠
償
義
務
者
に
許
さ
れ
る
（
琳
酬
鄭
幌
囎
）
。

　
同
様
に
裁
判
官
は
例
外
的
に
判
断
無
能
力
者
に
も
一
部
又
は
全
部
の
損
害
の
賠
償
又
は
名
与
回
復
を
判
決
し
う
る
。
し
ば
し
ば
賠
償
義

務
者
の
行
為
が
民
法
上
の
意
昧
の
不
法
行
為
と
な
る
の
み
で
な
く
同
時
に
刑
法
上
の
不
法
行
為
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
行
為
者

の
故
概
，
、
遍
失
よ
民
車
浅
判
官
と
共
に
刑
事
裁
判
官
に
よ
る
判
断
に
服
す
る
嬬
と
に
な
る
。
刑
法
上
の
概
念
と
民
法
上
の
概
念
は
当
蕉
に
一

致
す
る
必
蚕
は
な
い
か
ら
、
民
事
裁
判
L
は
行
為
の
確
定
、
違
法
性
の
間
題
と
損
害
の
決
定
に
関
し
て
も
、
過
失
無
過
失
、
判
断
能
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
）
　
　
　
§

判
断
無
能
力
に
関
す
る
刑
法
上
の
知
識
に
拘
束
き
れ
な
い
（
邸
！
羅
）
。

　
判
断
能
力
を
欠
く
場
合
に
は
．
成
年
者
未
成
年
者
禁
治
産
者
を
間
わ
ず
．
当
該
行
為
に
法
的
効
果
を
発
生
せ
し
め
え
な
い
。
そ
こ
で
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

断
無
能
力
者
は
法
律
行
為
無
能
力
で
あ
り
、
不
法
行
為
無
能
力
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
イ
ス
民
法
は
判
断
能
力
の
あ
る
者
は
民
法
上
の
不
法
行
為
能
力
も
備
え
る
こ
と
に
な
り
、
判
断
能
力
の
有
無
程
度
に
基

づ
き
不
法
行
為
上
の
責
任
が
考
え
ら
れ
る
。
不
法
行
為
制
度
の
内
容
と
し
て
損
害
賠
償
の
講
求
と
名
与
回
復
の
方
法
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
．
ス
イ
ス
債
務
法
は
裁
判
官
は
損
害
賠
償
の
額
の
評
価
に
は
責
任
の
大
き
さ
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
す
る
か
ら
．
判
断

能
力
に
基
づ
き
不
法
行
為
能
力
を
考
え
る
場
合
責
任
の
大
き
さ
は
行
為
者
の
故
意
に
よ
る
か
過
失
に
よ
る
か
そ
し
て
過
失
の
場
合
に
は
そ

の
過
失
が
重
大
な
も
の
か
軽
徴
な
も
の
か
の
問
題
と
共
に
行
為
当
時
行
為
者
の
判
断
能
力
が
如
何
な
る
程
度
に
障
害
が
あ
っ
た
か
と
の
問

題
に
も
影
響
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
法
四
三
条
は
裁
判
官
は
賠
償
額
の
決
定
を
す
る
た
め
に
過
失
の
大
き
さ
の
み



な
ら
ず
全
体
の
事
情
を
も
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
裁
判
官
が
一
定
の
場
合
に
判
断
能
力
の
侵
害
の
た
め
に
賠
償
額
を
減
少
す
る
か

否
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
判
決
の
事
項
で
あ
る
。
し
か
し
常
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
そ
し
て
少
く
と
も
一
般
的
に
判
断
能
力
の
申
間

的
段
階
の
想
定
を
放
棄
し
て
、
不
法
行
為
の
場
合
に
法
律
行
為
の
場
合
と
同
様
な
取
扱
を
行
い
、
従
っ
て
判
断
能
力
を
有
す
る
か
判
断
無

能
力
か
の
二
者
択
一
の
み
を
認
め
る
現
実
の
事
情
が
生
じ
て
来
る
。
そ
こ
で
自
己
の
惹
起
し
た
損
害
に
対
し
て
完
全
に
判
断
能
力
の
な
い

者
は
裁
判
官
に
よ
り
賠
償
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
そ
の
厳
格
性
の
た
め
不
公
平
と
な
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。
例
え
ば
判

断
無
能
力
者
の
財
産
状
態
が
被
害
者
の
そ
れ
よ
り
更
に
よ
い
場
合
の
如
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
場
合
の
緩
和
の
た
め
に
、
同

法
五
四
条
に
よ
り
裁
判
官
は
損
害
を
惹
起
し
た
判
断
無
能
力
者
に
一
部
又
は
全
部
の
賠
償
義
務
を
認
め
る
判
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
律
行
為
の
場
合
に
は
法
的
に
全
く
判
断
能
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
多
く
の
人
が
不
法
行
為
に
よ
り
損
害
を
加
え
た
場
合
に
判
断
能
力

の
低
下
の
た
め
に
多
少
な
り
と
も
減
少
し
た
損
害
賠
償
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
不
適
当
と
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
不
公
平
は
全
く
障
害
と
な
る
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
民
法
は
取
引
的
法
律
行
為
と
不
法
行
為
を
統
一
的
に
理
解
し
規
律
せ
ん
と
す
る
傾

　
　
　
　
　
　
（
9
）

向
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
調
）

　
刑
法
上
責
任
能
力
を
完
全
に
欠
如
し
た
場
合
と
一
部
欠
け
た
場
合
が
あ
り
、
後
者
を
限
定
責
任
能
力
と
言
う
が
、
限
定
責
任
能
力
が
刑

法
上
違
法
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
た
し
か
に
こ
の
行
為
者
に
刑
法
上
の
厳
格
性
は
全
く
あ
て
は
ま
る
が
、
生
じ
た
損
害
の
完
全
な
賠
償
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

義
務
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
は
正
義
感
情
に
適
す
る
。
民
法
と
刑
法
と
従
っ
て
民
法
上
の
判
断
能
力
と
刑
法
上
の
責
任
能
力
の
区
別
を

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
対
し
、
両
者
は
正
義
の
た
め
維
持
す
べ
き
利
害
の
保
護
と
い
う
共
通
の
責
務
を
も
ち
、
責
任
と
錯
誤
故
意

過
失
正
当
防
衛
緊
急
避
難
等
の
同
一
概
念
を
同
一
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
民
法
上
の
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六

判
断
能
力
及
至
行
為
能
力
と
刑
法
上
の
責
任
能
力
と
は
共
通
に
考
え
ら
れ
、
基
本
に
於
い
て
同
一
の
問
題
を
把
握
し
同
一
の
心
理
能
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴛
）

取
り
入
れ
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
異
っ
た
法
的
目
的
に
よ
り
概
念
が
異
っ
て
形
成
さ
れ
る
け
れ
ど
も
判
断
能
力
と
責
任
能
力
は
そ
の
基
礎
に
於
い
て
一
致
し
、
判
断
能
力

は
臼
己
の
行
為
の
動
機
と
結
果
を
法
的
に
認
識
し
こ
の
法
的
認
識
に
基
づ
き
行
為
し
う
る
能
力
で
あ
り
、
刑
法
上
の
責
任
能
力
と
は
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
招
〉

の
不
法
性
を
認
識
し
．
行
為
の
不
法
性
の
欝
、
識
に
従
っ
て
行
為
し
う
る
能
力
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、

　
民
法
上
判
断
能
力
が
過
失
の
璽
．
で
あ
る
な
ら
判
断
無
能
力
者
は
過
失
を
以
ひ
て
行
為
し
え
な
い
、
そ
の
結
果
過
失
が
責
任
の
要
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騒
）

あ
る
な
ら
判
断
無
能
力
者
は
諮
綬
霧
務
は
な
い
。
ま
た
最
近
不
法
行
為
責
任
を
意
思
責
任
的
不
法
行
為
と
行
為
責
任
的
不
法
行
為
に
区
別

し
．
惹
忌
責
任
的
不
法
行
為
る
行
為
者
の
故
意
過
失
を
帰
責
の
根
拠
と
し
て
賠
償
責
任
を
認
め
る
類
型
の
不
法
行
為
と
し
．
意
思
責
任
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蕪
）

不
法
行
為
は
行
為
者
の
意
思
を
帰
責
の
根
拠
と
し
．
行
為
責
任
的
不
法
行
為
は
行
為
の
有
す
る
危
険
性
を
帰
貴
の
根
拠
と
す
る
が
．
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）

場
合
に
は
責
任
能
力
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
説
が
あ
る
。
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